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論文内容の要旨

RNA レプリカーゼは，自己の RNA を持異的に認識し複製する，鋳型特異性をもっている。 Qβ

レプリカーゼと SP レプリカーゼは それぞれ 4 つのサブユニットから構成されているが，その内，

宿主由来の 3 つのサプユニットは両者に共通のサブユニットであり，残るファージ由来のサプユニッ

トが両者の特異性の違いを決定している。

本研究では，この 2 つの酵素をつかつて，ファージ RNA を鋳型とした時の両酵素の鋳型特異性，

及び，それぞれの酵素を鋳型を加えない条件でインキュベートすることによって生成されるバリアン

ト RNA を鋳型とした時の両酵素の鋳型特異性を比較研究し以下の結果を得た。

1 )両酵素の鋳型特異性は異なっているが，互いに相手のファージ RNA を鋳型として忠実な RNA

合成を行なう交叉反応が認められる。

2 )その交叉反応の程度は宿主因子HFIの存在量によって左右される。

3 )バリアント RNA をつかった系においても両酵素は，ファージ RNA系と同様の鋳型特異性を示

し，やはり互いに交叉反応が認められる。

4 )バリアント RNA を鋳型とした系は，宿主因子に依存しない複製系である。

5 )反応系の塩濃度と基質濃度を変えることによって互いのバリアント RNA を鋳型とする交叉反応

を選択的に抑制する条件が得られる。

これらのことから バリアント RNA をつかった系は，ファージ RNA系と同様に，レプリカーゼ

の鋳型特異性の発現機構の解明に利用できる系であることが明らかとなった。

また，ファージ RNA系に必要な宿主因子は，レプリカーゼの鋳型特異性には本質的には関与して
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いないことが示唆された。

バリアント RNA を鋳型とした系は，

1 )鋳型特異性を伴った複製系である。

2 )系を構成する要素がすべて同定されている。

3 )宿主因子に依存しない。

4 )構造解析が容易に行なえる程度に鋳型RNA が小さい。

5) Qβ と SP間の交叉反応を許容する条件と抑制する条件の 2 つの条件下で解析ができる。

という特徴をそなえており より単純で解析しやすいことから ファージ RNA に代るモデル系とし

て，レプリカーゼによる鋳型の特異的認識機構の解明に有効な系であると考えられる。

論文の審査結果の要旨

RNA レプリカーゼ (RN A複製酵素)は， RN A ファージである Qβ ファージの感染した大腸菌

から春名らによって1965年に初めて単離された。その後種々の RNAファージ感染大腸菌より RNA

レプリカーゼが得られたが，その一つの特性は，その RNA合成の鋳型となる RNAが非常に限られ

て居り，自己のウイルス RNAのみを鋳型とすることである。この鋳型特異性は，ファージにとって

種保存のために非常に重要な性質であるが，その機構に関しては，未だ全く明らかにされていないと

いってよい。

深見君は RNA レプリカーゼの鋳型特異性の機構を解明するため ， Qß ファージ、とは血清判61浮
遊密度的には異なるグループに属するが，近縁関係にもある SP ファージから RNA レプリカーゼを

ほぼ均ーになるまで精製し， Qβ レプリカーゼと SP レプリカーゼの鋳型特異性を比較検討した。そ

の結果，両者の鋳型特異性は，レプリカーゼ 4 個のサブユニットのうち， II のみによって発現される

こと，両者には互いの RNA を鋳型として RNA合成を行う交叉反応があるが， QβRNAを鋳型とす

る場合にのみ， Qβ ファージ感染菌より得られた宿主因子を必要とすることなどが明らかにされた。

同君はさらに SP レプリカーゼを鋳型RNA なしにプリインキュベートした後に新にレプリカーゼ

を加えると， SPRNAよりははるかに小分子の二種の RN A (バリアント R N A) を生成することを

見出し，それぞれ，同定した。分離精製したバリアント RNA は， Qβ 並びに SP レプリカーゼの両

者に対し鋳型活性をもつが，宿主因子の関与は必要とせず，また系の塩濃度と基質濃度を変化させる

ことによって，その両レプリカーゼに対する鋳型特異性を選択的に，自由に変えられることも明らか

にされた。

以上，深見君の研究は， RNA レプリカーゼの重要な研究課題である鋳型特異性の機構の解明に重

要な知見を加えるもので，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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